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特
別
支
援
教
育
と
は
、
障
が
い
の
あ

る
児
童
・
生
徒
の
自
立
や
社
会
参
加
に

向
け
た
主
体
的
な
取
組
み
を
支
援
す
る

た
め
の
教
育
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
教
育
は
、
学
校
教
育
法
に
定
め

る
「
特
殊
教
育
」
（
本
市
で
は
「
障
が

い
教
育
」
と
称
す
る
）
に
基
づ
い
て
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
法
改
正
に
よ
り
特
殊
教

育
が
対
象
と
す
る
障
が
い
に
加
え
て
、

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注

意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
）
、
高
機
能
自

閉
症
等
の
障
が
い
も
対
象
と
し
た
「
特

別
支
援
教
育
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、
ま
ず
一
人
ひ

と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ

の
上
で
、
児
童
・
生
徒
の
持
て
る
力
を

高
め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善

又
は
克
服
す
る
た
め
に
、
適
切
な
教
育

を
通
じ
て
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
４
月
か
ら
、
法
律
が
変

わ
り
、
特
別
支
援
教
育
の
対
象
と
し

て
、
特
別
支
援
学
校
（
従
来
の
盲
・
聾

・
養
護
学
校
）
や
特
別
支
援
学
級
（
本

市
で
の
従
来
の
呼
称
は
「
障
が
い
学

級
」
）
に
在
籍
す
る
児
童
・
生
徒
だ
け

で
な
く
、
小
・
中
学
校
の
通
常
の
学
級

に
在
籍
す
る
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
高
機

能
自
閉
症
等
の
児
童
・
生
徒
も
加
わ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
通
級
指
導
学
級

（
障
が
い
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
時

間
、
必
要
な
支
援
を
受
け
る
学
級
）
の

対
象
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
Ｌ
Ｄ
、
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
児
童
・
生
徒
が
新
た
に
対
象

に
加
わ
り
ま
し
た
。
月
に
一
時
間
程
度

か
ら
通
級
指
導
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
都
立
特
別
支
援
学
校
に
在

籍
す
る
児
童
・
生
徒
は
、
保
護
者
の
希

望
が
あ
れ
ば
、
地
域
指
定
校
（
小
・
中

学
校
）
に
副
次
的
な
籍
を
置
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
特
別
支
援

学
校
と
副
次
的
な
籍
を
置
い
た
学
校
と

の
間
で
何
が
で
き
る
か
を
相
談
し
な
が

ら
、
学
校
だ
よ
り
の
交
流
や
学
校
行
事

等
へ
の
参
加
な
ど
の
交
流
を
進
め
ま

す
。

●
小
・
中
学
校
で
は
、
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
等
を
含
め
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
、
全
校
的
な
支
援
体
制

を
進
め
る
た
め
の
校
内
委
員
会
を
設
置

し
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
の
推
進
役
と
し
て
校

内
研
修
を
進
め
、
関
係
機
関
と
の
連
絡

・
調
整
や
各
担
任
教
諭
へ
の
支
援
、
保

護
者
の
相
談
窓
口
な
ど
を
担
う
特
別
支

援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
指
名
し

ま
す
。

●
関
係
機
関
と
連
携
し
、
専
門
的
な
知

識
を
も
つ
人
材
の
派
遣
を
受
け
る
な
ど

し
て
、
児
童
・
生
徒
の
実
態
把
握
や
適

切
な
指
導
・
支
援
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
の
指
導
資
料
や
指
導
計

画
は
担
任
教
諭
が
中
心
に
な
っ
て
作
成

し
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
教
育
委
員
会
や
特
別
支
援
学
校
と

連
携
し
た
研
修
、
特
別
支
援
学
級
と
の

交
流
等
を
通
し
て
、
全
教
員
が
Ｌ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
に
関
す
る
見
識
や
そ
の
支

援
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
対
象
と
な
る
児
童

・
生
徒
の
指
導
資
料
や
指
導
計
画
を
作

成
す
る
に
は
、
保
護
者
の
皆
様
の
同
意

と
と
も
に
協
力
が
必
要
で
す
。
保
護
者

の
皆
様
に
は
、
特
別
支
援
教
育
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
お
子
さ
ん
の
こ

と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
早
め

に
学
校
に
相
談
す
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
の
学
級
に
お
い
て
特
別

支
援
教
育
を
進
め
る
た
め
に
は
、
す
べ

て
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
理
解
・
協

力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
専
門
家

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
少
な
い
状
況
で

す
。
学
校
で
も
、
教
職
員
が
研
修
を
進

め
な
が
ら
、
徐
々
に
対
応
力
を
高
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ど
う
ぞ
、
そ
の
点

も
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
特
別
支
援
教
育
の
理
念
や
考
え
方

を
、
す
べ
て
の
市
民
、
国
民
が
理
解

し
、
心
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

国
や
都
の
調
査
で
は
、
通
常
の
学
級

に
お
い
て
も
４
％
か
ら
６
％
程
度
、
特

別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒

が
在
籍
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
は
、
す
べ
て

の
児
童
・
生
徒
に
様
々
な
個
性
や
課
題

が
あ
る
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育

的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
指
導
や
支
援
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
Ｌ

Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
は
、
早
期
に
気
付

き
、
早
期
に
対
応
を
始
め
る
こ
と
が
本

人
の
自
立
を
促
す
た
め
に
重
要
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
す
べ
て
の
児
童
・

生
徒
に
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
指
導
や
支
援
を
し
て
い
く
た

め
に
も
、
社
会
全
体
の
理
解
と
支
援
が

必
要
な
の
で
す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
特

別
支
援
教
育
の
考
え
方
が
、
で
き
る
限

り
早
く
社
会
全
体
へ
浸
透
し
て
い
く
こ

と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
様
々
な

活
動
の
場
に
お
い
て
一
生
懸
命
努
力
し

て
い
る
児
童
･
生
徒
を
応
援
す
る
た

め
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
優
秀

な
成
績
を
上
げ
た
場
合
、
ま
た
、
有
益

な
活
動
や
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
行

い
を
し
た
場
合
に
、
そ
の
活
躍
や
努
力

に
対
し
表
彰
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
度
町
田
市
教
育
委
員
会

児
童
・
生
徒
表
彰
式
は
、
３
月
９
日

（
金
）
に
町
田
市
役
所
森
野
分
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
個
人
、
団
体
を
合
わ

せ
て　

組
の
児
童
・
生
徒
が
表
彰
さ

２６

れ
、
教
育
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
受
賞
し
た
皆
さ
ん

の
日
頃
の
成
果
で
す
。
こ
れ
を
励
み
に

今
後
も
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
町
田
市

立
小
・
中
学
校
の
教
育
活
動
を
応
援
し

て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
・
・
・

○
小
学
生
に
英
語
を
教
え
た
い

○
科
学
分
野
の
専
門
的
知
識
を
活
か
し

た
い

○
工
芸
、
園
芸
、
美
術
を
教
え
た
い

○
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な
の
で
部
活
動
の

手
伝
い
が
し
た
い

○
何
も
特
技
は
な
い
け
れ
ど
、
子
ど
も

が
好
き
な
の
で
休
み
時
間
に
一
緒
に
遊

び
た
い

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
が

学
校
教
育
へ
の
大
き
な
支
援
と
な
り
ま

す
。

　

お
申
し
出
い
た
だ
い
た
方
の
情
報

は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ
れ
、
原

則
と
し
て
１
年
間
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
学
校
間
で
情
報
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
（
外
部
か
ら
の
閲
覧

は
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
安
心
下
さ
い
）
。

　

登
録
い
た
だ
い
た
方
々
へ
は
、
そ
の

後
、
小
・
中
学
校
か
ら
直
接
連
絡
や
問

い
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

申
請
書
」
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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表彰受賞者（敬称略）

活動内容名　前学校名
ボランティア町　田　　遼　町田第三小学校
作文コンクール木　内　春　花

町田第二中学校 作文コンクール小　泉　日　輪
理科の自由研究牧　野　　彩　
テニス近　藤　大　基

町田第三中学校 テニス白　井　佑　弥
テニス硬式テニス部
ハンドボール鈴　木　亜里紗

南 中 学 校
ハンドボール　谷　　美紗子
ハンドボール正　木　智　里
ハンドボール中　村　光　代
ハンドボール女子ハンドボール部
砲丸投げ和　地　奏　多つくし野中学校 吹奏楽吹　奏　楽　部
水泳小野寺　智　己南成瀬中学校 卓球卓　　球　　部
水泳蝶名林　史　織鶴 川 中 学 校 新体操熊　谷　早　希
ソフトテニス手　島　雄　貴薬 師 中 学 校 ソフトテニス歌　田　翔　真
陸上大　迫　　傑　金 井 中 学 校
水泳一　倉　慎太郎

山 崎 中 学 校 水泳河　合　翔　吾
水泳山　田　　実　
水泳柴　田　達　志
朗読コンテスト山　本　真　由堺 中 学 校

市
民
の
皆
様
へ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
！

〜
学
校
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
を
〜

特
別
支
援
教
育
と
は

特
別
支
援
教
育
で

変
わ
る
こ
と

小
・
中
学
校
で
の
取
組
み

保
護
者
の
理
解
と
協
力

２００６年度

＜お問い合わせは＞

○通級指導に関して：指導課就学相談係
�７２４－２１８０

○特別支援教育に関して：指導課
�７２２－３１１１（内線３６５１）

○人材派遣や支援・協力に関して
　　：教育センター　�７９３－２４８１

Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）
：
基
本
的
に
は
、
全
般
的
な
知
的
発
達
に
遅
れ
は
な
い
が
、

聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
、
計
算
す
る
又
は
推
論
す
る
能
力
の
う
ち
、
特

定
な
も
の
の
習
得
と
使
用
に
著
し
い
困
難
を
示
す
様
々
な
状
態
で
あ
る
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害
）
：
年
齢
あ
る
い
は
発
達
に
不
釣
り
合
い

な
注
意
力
、
又
は
衝
動
性
、
多
動
性
を
特
徴
と
す
る
障
害
で
あ
り
、
社
会
的

な
活
動
や
学
校
生
活
を
営
む
上
で
著
し
い
困
難
を
示
す
状
態
で
あ
る
。

高
機
能
自
閉
症
：
三
歳
位
ま
で
に
現
れ
、
①
他
人
と
の
社
会
的
関
係
の
形
成
の
困

難
さ
、
②
言
葉
の
発
達
の
遅
れ
、
③
興
味
や
関
心
が
狭
く
特
定
の
も
の
に
こ

だ
わ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
行
動
の
障
害
で
あ
る
自
閉
症
の
う
ち
、
知
的
発

達
の
遅
れ
を
伴
わ
な
い
も
の
を
い
う
。

町
田
市
教
育
委
員
会

町
田
市
教
育
委
員
会

児
童
生
徒
表
彰
を
行
い
ま
し
た

児
童
生
徒
表
彰
を
行
い
ま
し
た



（３） ２００７．３．２１　

○
利
用
で
き
る
学
校

・
木
曽
境
川
小
学
校
（
多
目
的
室
等
）

・
本
町
田
小
学
校
（
多
目
的
室
等
）

・
小
山
ヶ
丘
小
学
校
（
音
楽
室
等
）

・
鶴
川
中
学
校
（
小
ホ
ー
ル
室
等
）

○
利
用
で
き
る
日

　

平
日
は
午
後
６
時　

分
か
ら
午
後
９
時
ま

３０

で
、
土
日
祝
日
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
（
水
曜
日
及
び
年
末
年
始
は
除
き
ま
す
）　

○
団
体
登
録

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
団
体
登
録
が
必
要

で
す
。
利
用
で
き
る
団
体
は
、
市
内
に
活
動
拠

点
が
あ
り
、
代
表
者
が
市
内
在
住　

歳
以
上
の

２０

方
で
、
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
（
半
数

以
上
が
市
内
在
住
又
は
在
勤
、
在
学
で
あ
る
こ

と
）
で
す
。
ご
希
望
の
団
体
は
、
団
体
構
成
員

名
簿
を
ご
用
意
の
上
、
社
会
教
育
課
で
登
録
し

て
下
さ
い
。
活
動
内
容
に
よ
っ
て
は
、
学
校
施

設
の
た
め
ご
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

○
利
用
申
請

　

ご
利
用
に
な
る
各
開
放
校
の
管
理
人
室
に
お

い
て
毎
月
第
一
土
曜
日
、
午
後
１
時
か
ら
２
時

の
間
に
翌
月
分
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
希
望
日

が
重
複
す
る
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
空
き
状
況
で
の
利
用
申
込
み

　

平
日
は
、
午
後
６
時　

分
か
ら
７
時　

分
ま

３０

３０

で
、
土
日
祝
日
は
、
午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

開放している特別教室

多目的室
理科室
図工室
音楽教室
家庭科室
ランチルーム

木曽境川
小学校

多目的室 
ランチルーム

本町田
小学校

会議室 
理科室 
図工室 
音楽室 
家庭科室 
ランチルーム

小山ヶ丘
小学校

小ホール室 
ミーティングルーム 
技術室　２室 
家庭科室　２室

鶴川中学校

か
ら
窯
出
し
ま
で
の
陶
芸
工
程
を
一
貫

し
て
学
び
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
水
・
み
ど
り
・
ご
み

の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
等
の
活
動
を
実
際
に
体
験
し

た
り
、
施
設
の
見
学
を
し
た
り
す
る
講

【
参
加
費
】
「
環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸

入
門
講
座
」
「
環
境
に
や
さ
し
い
電
動

ロ
ク
ロ
入
門
講
座
」
は
１
万
５
千
円
、

「
ま
ち
だ
の
福
祉
」
と
「
町
田
の
環
境

・
参
加
体
験
講
座
」
は
１
０
０
０
円
、

そ
の
他
は
３
０
０
０
円
で
す
。

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
係

�
７
２
８・

０
０
７
１

「
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

か

（
全

回

定
員

人
）

   
（
全　

回　

定
員　

人
）

1111

2525

　

こ
と
ぶ
き
大
学
は
、
町
田
市
内
に
お

住
ま
い
の　

歳
以
上
の
方
で
、
継
続
し

６０

て
受
講
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
受
講
で
き
ま
す
。
２
０
０
７
年
度

は
、　

コ
ー
ス
を
予
定
し
て
お
り
ま

１０

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
鎌
倉
散

歩
コ
ー
ス
は
、
拝
観
料
・
交
通
費
な
ど

の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日

「
広
報
ま
ち
だ
」
に
掲
載
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
申
込
み
方
法
等
の
詳
し
い
募

集
要
項
は
４
月
２
日
（
月
）
か
ら
市
役

所
、
森
野
分
庁
舎
、
各
市
民
セ
ン
タ

ー
、
各
図
書
館
、
各
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
（
申
込
み
用
の
ハ
ガ

キ
が
入
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

い
。
そ
の
際
は
、
切
手
を
必
ず
お
貼
り

下
さ
い
）
。

　

学
校
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
、
市
民
の
学
習
・
団
体
活
動

等
、
地
域
活
動
の
場
と
し
て
、

小
・
中
学
校
４
校
で
特
別
教
室

の
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開

放
区
画
の
あ
る
次
の
学
校
で
ご

利
用
で
き
ま
す
。

学校の「特別教室」

利用までの流れ

③各開放校の「特別教室」利用

②各開放校の「管理人室」へ利
用申請

①「社会教育課」へ団体登録

の
受
付
と
な
り
ま
す
。
同
時
申
込
み
で

重
複
し
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
。

本町田小学校（多目的室） 木曽境川小学校（多目的室）

鶴川中学校（小ホール室） 小山ヶ丘小学校（音楽室）

　本号でお知らせした事業内容や応募方法
など詳しくは、各事業担当課にお問い合わ
せ下さい。
　また、広報「まちだ」、町田市ホームペ
ージでも随時お知らせする予定です。

－生涯学習部－

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

�782ー 3800大大地地沢沢青青少少年年セセンンタターー

�734－ 4508自自由由民民権権資資料料館館
費用内　容日　程事業名

入
場
無
料

町田市域から発見された史料を中
心に、明治１０年代に多摩地域、広
くは旧神奈川県域で繰り広げられ
た自由民権運動を紹介していま
す。

休館日（月曜
日、月曜日が
祝休日の場合
翌火曜日）を
除く全日

常設展
「多摩の
民権／町
田の民権」

対象・費用内　容日　程事業名

小学生以上
１００円／１人
（各回毎徴収）

途上国の生活改善
のために井戸掘り
をされている方々
を講師に招き、大
地沢に井戸を掘り
ます。アフリカに
ついても学びま
す。 
※各回毎の参加が
可能です。

４／２８、２９（土
日）、３０（休）、
５／３（祝）、
４（祝）、１２、
１３（土日）、１９、
２０（土日）、２６、
２７（土日）
（全１１回）

新上総掘
　　に挑戦

５歳以上の子ど
もとその保護者 
１００円／１人
（各回毎徴収）

大地沢にゲンジホ
タルを呼び戻すた
め、生物の調査や
保護活動などを行
います。
※各回毎の参加が
可 能 で す（７、
１１、１、３月も開
催予定）。

４／２１、６／
１６、２３、３０
各土曜日

大地沢に
ゲンジホタル
をとばそう！

小学生以上の子ど
もとその保護者 
青少年

 １，０００円
一　般

 ２，０００円

粘土から自分の好
きなものを成形
し、本焼きまでを
行います。

６／３（日）、
７／８（日） 
（全２回）

親子陶芸
教室

小学４年
　　　～中学生 
小学生
　　 　５，０００円
中学生
　　　 ６，０００円

川上村周辺の自然
をインストラクタ
ーの指導で満喫
し、歴史や文化も
学びます。

６／９（土）、
１０（日） 
（１泊２日）

川上村
自然体験
　　　教室

高校生以上
３００円／１人

実際にピザを焼
き、ナッツの燻製
を作ることで、ピ
ザ窯と燻製箱の利
用方法を身につけ
ます。本講習を受
けた方はピザ窯と
燻製箱の利用が可
能になります。

４／７（土）、
５／１９（土）、
６／１７（日）

ピザ窯・
燻製箱
利用講習会

□問
 

社
会
教
育
課

�
７
２
４
・
２
１
８
１

多
○時間：室内は４／２３（月）１

テー期　日
オリエンテー
講義「多摩丘４／２３（月）

自然保護の考え
保護管理につい５／１３（日）

町田・横浜の
民がかかわる

５／２０（日）
９：３０～

原っぱと雑木林
～野津田公園の

６／３（日）
９：３０～

湧水・自然環
した公園の観６／２４（日）

①講義「町田
スカッション７／２９（日）

境川源流域の
環境を考える９／２（日）

鶴見川源流泉９／２３（日）

まるごと楽し１０／２１（日）
９：３０～

小野路地域で
の方法につい１０／２８（日）

恩田川流域の生
谷公園～高瀬橋１１／１８（日）

多摩丘陵・谷戸１１／２５（日）
講座のまとめ１２／２（日）

※野外学習は、天候や協力団
※野外学習は、休憩を挟みます

障がい者
①花の郷コース

施設の概要説明６／５（火）

「みらい」（更生施設）６／１９（火）

「であい」（授産施設）に７／３（火）

「みらい」にて　利用７／２４（火）

「であい」にて　利用９／４（火）
「であい」「みら
先輩ボランティア９／１８（火）

「みらい」にて
（エアトランポ１０／１６（火）

「であい」にて
木染め作業１０／３０（火）

高齢者福祉施
③清風園コース
施設の概要説明６／１２（火）

要介護高齢者疑似６／２６（火）

第二清風園  施設７／１０（火）

講義「高齢者特有の疾病７／２４（火）

「清風祭」行事手９／１６（日）

ボランティア交流９／２５（火）

外出援助、入居
清風園）１０／９（火）

外出援助、入居者と
命訓練、修了生ボラ１０／２３（火）

ま　
全コース共通
開講式・合同講義１
『町田の福祉のこ
れまでとこれから』
講師：町田市健康福
祉部長

４／２１
（土）

合同講義２〔公開講座〕
－」　シンポジスト社会
ネット介護サービスセン
子　コーディネーター　

５／１２
（土）

合同講義３【公開
共に生きる』講師

５／２６
（土）

人
間
関
係
学

人
間
関
係
学

「
人
間
関
係
の
多
様
性
と
向
き
合
う
」

「
人
間
関
係
の
多
様
性
と
向
き
合
う
」

（
全
（
全　

回

定
員

回　

定
員　

人人
））

１１１１

６０６０

�726－ 2771／ 2889国国際際版版画画美美術術館館
対象・費用内　容日　程事業名

展　

覧　

会

一　般　　４００円
大・高生　２００円
６５歳以上　２００円
中学生以下  無料

シャガールが故国ロシ
アへの愛、望郷の思い
をこめて作った銅版画
集『死せる魂』、全９６点
を展示します。

３／１０（土） 
～４／１（日）

展覧会 
マルク・シャ
ガールの銅
版画－『死せ
る魂』展

一　　般　８００円
大・高生　６００円
６５歳以上　４００円
中学生以下  無料

木版摺りの書籍を介して
日本に伝わった様々な画
題を、平安・鎌倉から江
戸時代までの美術に探り
ます。仏画から狩野探幽
らまで約１１０点。

４／１４（土） 
～６／２４（日）

開館２０周年記
念「中国憧憬
－ちゅうごく
・しょうけい
－日本美術の
秘密を探る」

対象・費用内　容日　程事業名

実　

技　

講　

座

一般　　　　　
受講料　１，２００円 
要申込み

銅版画の代表的な技法
「エッチング」で小さな
作品を作ります。

４／２４（火）
１：３０～４：３０

銅版画
１日教室
　　第１回 

一般
受講料　１，２００円 
要申込み

銅板上に鉄筆で絵を描く
ドライポイント技法で作
品を作ります。

５／１６（水）
１：３０～４：３０

銅版画
１日教室　
　　第２回

一般
受講料　４，８００円 
要申込み

単色の小品を作りなが
ら銅版画の基本的な表
現を学びます。

６／１３～６／２７
（毎週水曜日）
１：３０～４：３０

体験講座 
銅版画

小学生
受講料　　３００円 
要申込み

創作活動を通じて、美
術と美術館に親しむ講
座です。

６／１６（土）　
１：００～４：００
（予定）

子ども講座
　　第１回

�722ー 5736ひひ なな たた 村村
対象・費用内　容日　程事業名
模擬店のみ
実費
直接会場へ
雨天決行

ご家族そろって、作っ
て遊んで楽しい一日を
お過ごし下さい。

５／６（日）
１０：００～１５：００

ゴーゴー
チャレン
ジ！（作っ
て遊ぼう）

小学生とそ
の家族
直接会場へ
無料（内容
により有料）

簡単な工作をします（内
容は広報まちだ掲載予
定）。

４／７（土）、８
（日）、１５（日）、
２２（日）、２９（祝）
５／２６（土）
６／２３（土）
いずれも
１３：００～１６：００

ぶらっと
工作デー

小学２年生
　～４年生
定員：３０人
要申込み

外遊びを中心に、室内
ゲーム・工作などを行
います。

５／２３～３月ま
での１年間
毎週水曜日
１６：００～１７：３０（夏）
１６：００～１７：００（冬）

遊び
グループ

小学３年生
　～中学生
定員：１０人
要申込み

人形や道具作りから上
演まで行います。

５／１９～３月の
毎週土曜日
９：３０～１２：００

人形劇
グループ

小学４年生
　～６年生
定員：１５人
要申込み

電気の基礎からロボット
の製作まで行います。

５月～２００９年３
月までの２年間
毎週日曜日
９：００～１７：００

マイクロ
グループ

小学生
定員：２０人
要申込み

ひなた村の自然を生か
して、様々な活動をし
ます。

５月～３月までの
第２・４日曜日
１３：３０～１６：００
（原則）

ネイチャー
グループ

中学生以上
の初心者
定員：３０人
要申込み

演技の勉強のほか、照
明、音響、舞台美術の
実習もできます。

５月～３月までの
第１・３日曜日
１３：００～１６：００

初心者
演劇教室

どなたでも
定員：１００名
直接会場へ
無料

大きなスクリーンで映
画をみましょう。

４／１（日）
１４：００～
５／２０（日）
１０：３０～
６／１７（日）
１０：３０～

ひなたむら
シアター

小学６年生
　～高校生
定員：１５人
要申込み

プロのダンサーレッス
ンを受けて楽しく踊り
ましょう。

５月～７月まで
の毎週月曜日　
１８：３０～２０：００

ＨＩＰ
ＨＯＰ
レッスン

�728ー 8220中中 央央 図図 書書 館館
対象・費用内　容日　程事業名
１４：００～
小さい子向け
１５：００～　
大きい子向け
無料

本や紙芝居等の読み聞
かせ
４階、おはなしのへや
にて開催

毎週水曜日
（第１水曜日を除く）
１４：００～
１５：００～

おはなし会

先着順
無料

映画鑑賞
６階、ホールにて開催

毎月第１水曜日
１５：００～

こども
えいがかい

先着順
無料

映画鑑賞
６階、ホールにて開催

毎週金曜日
１４：００～映画会

※おはなし会は〈さるびあ・鶴川・金森・木曽山崎・堺〉の各図
書館でも行ってます。
※こどもえいがかいは〈木曽山崎・堺〉の図書館でも行っています。
※日時は各図書館で異なりますので直接お問い合わせ下さい。

�726－ 1531博博 物物 館館
費用内　容日　程事業名

入
場
無
料

故田河水泡氏寄贈ほかの館蔵
戯画の中から、小林清親・月
岡芳年・池部鈞・岡本一平ほ
かの戯画・漫画約２８０点を前
後期に分け紹介します。

前期
３／２０（火）
～４／１５（日）
後期
４／１７（火）
～５／６（日）

館蔵戯画ー明治
・大正・昭和

関連イベント：講演会　４／２９（日）　展示解説　４／１４（土）・４／２８（土）

（２）２００７．３．２１　

座
で
す
。
受
講
を
き
っ
か
け
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
様
々
な
現
場
に
足
を
運
び
ま
す
。

　

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国

が
独
自
性
を
持
っ
て
い
る
と
同
時
に
、

歴
史
・
文
化
・
政
治
経
済
・
思
想
な
ど

に
お
い
て
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
あ
る
地

域
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
魅

力
に
溢
れ
る
も
の
の
馴
染
み
が
薄
い
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
多
角
的
に
学

び
な
が
ら
、
こ
の
地
域
が
現
代
の
私
た

ち
に
問
い
か
け
る
も
の
を
探
り
ま
す
。

　

町
田
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め
の
入
門
的

な
講
座
で
す
。
郷
土
史
の
あ
ら
ま
し
を

知
る
上
で
縄
文
か
ら
幕
末
ま
で
、
必
要

な
事
柄
を
時
代
を
お
っ
て
学
習
し
て
い

き
ま
す
。
こ
の
講
座
の
受
講
を
き
っ
か

け
に
、
郷
土
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、

市
民
と
し
て
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

く
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

初
心
者
を
対
象
に
陶
芸
の
初
歩
的
な

創
作
活
動
を
中
心
に
粘
土
を
練
る
と
こ

ろ
か
ら
始
め
、
ひ
も
作
り
や
タ
タ
ラ
作

り
な
ど
の
技
法
を
学
び
、
釉
薬
掛
け
か

ら
窯
出
し
ま
で
の
陶
芸
の
工
程
を
一
貫

し
て
学
び
ま
す
。

　

初
心
者
を
対
象
に
電
動
ロ
ク
ロ
の
初

歩
的
な
創
作
活
動
を
粘
土
を
練
る
こ
と

か
ら
始
め
、
成
形
、
削
り
、
釉
薬
掛
け

か
ら
窯
出
し
ま
で
の
陶
芸
工
程
を
一
貫

　

募
集
案
内
の
冊
子
は
、
３
月　

日
１１

（
日
）
か
ら
、
市
役
所
、
森
野
分
庁

舎
、
各
図
書
館
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
市
の
主
な
施
設
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
学
び
を
通
し
て
新
し
い
出
会
い
が

で
き
る
市
民
大
学
で
一
緒
に
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

申 

込 

み

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

で
、
毎
回
出
席
可
能
（
特
別
な
事
情
を

除
く
）
な
方
。
「
環
境
に
や
さ
し
い
陶

芸
入
門
講
座
」
「
環
境
に
や
さ
し
い
電

動
ロ
ク
ロ
入
門
講
座
」
は
初
め
て
の
受

講
の
方
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
「
町
田

の
郷
土
史
Ⅰ
（
縄
文
〜
幕
末
ま
で
）
」

講
座
は
、
応
募
者
多
数
の
場
合
、
初
め

て
受
講
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

【
申
込
み
】
募
集
案
内
添
付
の
「
往
復

ハ
ガ
キ
」
を
使
用
す
る
か
、
又
は
市
販

の
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番

号
を
明
記
し
て
、
４
月
６
日
（
金
）
ま

で
（
必
着
）
に
ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｓ
（
〒　

－

０
０
２
２
、
町
田
市
森

１９４

野
１－

　

－

　

、
町
田
市
森
野
分
庁
舎

３３

１０

内
）
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
返

信
用
ハ
ガ
キ
に
も
住
所
、
氏
名
を
書
い

て
下
さ
い
。

※
申
込
み
は
、
全
講
座
の
中
か
ら
、
１

講
座
の
み
を
選
択
し
、
１
人
１
通
の
申

込
み
と
し
ま
す
。
重
複
講
座
の
申
込
み

及
び
受
講
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申

込
み
者
本
人
の
受
講
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

募
集
講
座

　

私
た
ち
の
価
値
観
や
人
間
関
係
は
、

情
報
化
・
国
際
化
に
と
も
な
い
、
ま
す

ま
す
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

講
座
で
は
、
か
け
が
え
の
な
い
個
と
し

て
お
互
い
を
認
め
合
い
、
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
す
る
た
め
に
、
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
の
様
々
な
場
面
に
お
け
る
人
間
関

係
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
、
健

康
な
身
体
づ
く
り
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

こ
の
講
座
は
、
身
体
を
動
か
す
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
、
誰
で
も
楽
し
く
、

運
動
が
不
得
意
な
方
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

※
通
常
の
運
動
に
支
障
の
あ
る
方
、
現

在
治
療
中
の
方
は
医
師
に
相
談
の
上
お

申
込
み
下
さ
い
。

※
体
育
館
用
に
運
動
靴
が
必
要
で
す
。

　

多
摩
丘
陵
の
自
然
に
親
し
み
、
自
然

保
護
の
実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
く
講
座

で
す
。
市
内
の
自
然
保
護
団
体
の
協
力

を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に

お
け
る
体
験
実
習
や
自
然
観
察
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
自
然
を
楽
し
み
、
自
然

環
境
保
全
の
認
識
を
高
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
身
近
な
も
の

と
し
て
捉
え
ら
れ
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
と
共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
考
え

る
た
め
に
、
市
内
福
祉
施
設
で
の
体
験

学
習
や
合
同
講
義
を
通
し
て
町
田
の
福

祉
を
学
び
ま
す
。

◇

【
参
加
費
】
「
環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸

□問
 

ま
ち
だ
市
民
大
学

�
７
２
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１
１
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町
田
の
環
境
・
参
加
体
験
講
座

町
田
の
環
境
・
参
加
体
験
講
座

「
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

「
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」  

町田の環境・参加体験講座「ここからはじめるボランティア」
○会場：初回・最終回は森野分庁舎４階会議室 ／ その他は各回異なります。

会場・実施場所テーマ・内容・指導団体期　日
森野分庁舎４階会議室オリエンテーション・自己紹介　基調講義「ここからはじめる環境ボランティア」

講師：和光大学助教授　堂前雅史
５／１２（土）
１８：００～２０：３０

成瀬クリーンセンター
（南成瀬）

成瀬クリーンセンターの見学（町田市の下水処理の現状を知る）
講師：町田市下水道部職員

５／１９（土）
９：３０～１２：００

町田市内各所バスツアー（町田の環境を考えるポイント巡り）－鶴見川源流泉のひろば
～城山展望台～中島牧場～東京みるく工房ピュア～大地沢～忠生公園－

５／２７（日）
８：３０～１６：３０

七国山緑地保全地域 
（山崎町・野津田町）

雑木林の管理作業体験（環境市民活動への参加）
指導団体：七国山自然を考える会

６／２（土）
９：００～１２：００

鶴見川関山橋付近（大蔵）鶴見川関山橋付近の景観観察と水辺作業（環境市民活
動への参加）　　　　　　　　指導団体：わんどの会

６／９（土）
１０：００～１２：００

鶴間一号橋付近（鶴間）境川・ゴミゼロと水と緑の再生体験学習（環境市民活動
への参加）指導団体：ＮＰＯ法人境川緑のルネッサンス

６／１６（土）
９：００～１２：００

滝の沢湧水（本町田）滝の沢付近湧水量調査と清掃（環境市民活動への参加）
　　　　　　　　　　　　指導団体：エコネット町田

６／２４（日）
９：３０～１２：００

町田リサイクル文化セ
ンター（下小山田町）

町田リサイクル文化センターの見学（町田市のごみ処理の現状を知る）
講師：町田市清掃事業部職員

６／３０（土）
９：３０～１２：００

町田駅周辺地区 
（原町田）

「ポイ捨てパトロール」への参加（「美化推進指導員」活動の体験）
講師：町田ポイ捨て防止推進委員

７／７（土）
１０：００～１２：００

都立小山田緑地 
（下小山田町）

谷戸山管理作業の体験（環境市民活動への参加）
指導団体：ＮＰＯ法人鶴見川源流ネットワーク

７／２２（日）
１３：００～１５：３０

森野分庁舎４階会議室最終回（学習のまとめ）学習の成果や感想、今後の活動等を語り合う
　　　　　　　　　講師：和光大学助教授　堂前雅史

７／２８（土）
１８：００～２０：３０

ま
ち
だ
市
民
国
際
学

ま
ち
だ
市
民
国
際
学

「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
が
問
い
か
け
る
も
の
」

「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
が
問
い
か
け
る
も
の
」

（
全

回

定
員

        
（
全　

回　

定
員　

人
）
人
）
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町
田
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郷
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町
田
の
郷
土
史
ⅠⅠ

「
縄
文
か
ら
幕
末
ま
で
」

　

「
縄
文
か
ら
幕
末
ま
で
」

（
全
（
全　

回

定
員

回　

定
員　

人
）
人
）

１２１２

６０６０

環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸
入
門

環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸
入
門

講
座
講
座　
　
　

（
全
９
回

定
員

（
全
９
回　

定
員　

人
）
人
）

２４２４

環
境
に
や
さ
し
い
電
動
ロ
ク
ロ
入

環
境
に
や
さ
し
い
電
動
ロ
ク
ロ
入

門
講
座

門
講
座　
　

（
全
９
回

定
員

（
全
９
回　

定
員　

人
）
人
）

２４２４

心
と
体
の
元
気
学

心
と
体
の
元
気
学

「
さ
あ
、
始
め
よ
う
、
楽
し
い
健
康
づ
く
り
」

「
さ
あ
、
始
め
よ
う
、
楽
し
い
健
康
づ
く
り
」

（
全

　
　
　

（
全　

回

定
員

回　

定
員　

人
）
人
）

１０１０

７０７０

多
摩
丘
陵
の
自
然
入
門

多
摩
丘
陵
の
自
然
入
門

　
　
　
　

（
全

　

（
全　

回

定
員

回　

定
員　

人
）
人
）

１３１３

５０５０

ま
ち
だ
の
福
祉

ま
ち
だ
の
福
祉

　
　
　
　
　

（
全
（
全　

回

定
員

回　

定
員　

人
）
人
）

１４１４

４０４０

心と体の元気学「さあ始めよう、楽しい健康づくり」
○時間：９：３０～１１：３０　○会場：町田市立総合体育館　小体育室

講師・指導者テーマ・内容期　日
日本体育大学助教授　 野村一路レクリエーションスポーツ４／２１（土）

日本健美操指導者　　 藤井由美健美操（中国の健康法に基づいた呼
吸法とゆるやかな運動）４／２８（土）

心と体の元気学スタッフ健康ウォーキング　成瀬周辺（総合
体育館集合）雨天時は室内実施５／１２（土）

（財）日体スワロー理事 
村上千佳子家庭でできる簡単な筋トレとストレッチ５／１９（土）

町田市リズム運動サークル代表
伊藤啓子リズム運動６／２（土）

気功・太極拳指導者
　　　　　　　　　　松矢好布やさしく楽しい気功・太極拳Ⅰ６／９（土）

気功・太極拳指導者　松矢好布やさしく楽しい気功・太極拳Ⅱ６／１６（土）

スポーツ指導者　　　竹内伊久ソフトバレー総合体育館サブアリーナ６／２３（土）
神奈川大和阿波おどり振興協
会　連部事務局派遣講師初心者でも踊れる阿波踊り教室①６／３０（土）

神奈川大和阿波おどり振興協
会　連部事務局派遣講師

初心者でも踊れる阿波踊り教室②
鳴物（和楽器）７／７（土）

※総合体育館（南成瀬）駐車場の利用料金は、有料です。
※通常の運動に支障のある方、現在治療中の方は医師に相談のうえお申込み下
さい。

※健康ウォーキングは９：１５～１１：４５です。
＜もちもの＞
　体育館内で履く運動靴・水分補給飲料・外履きを入れるためのビニール袋
　６／３０・７／７「阿波踊り」…うちわ

人間関係学「人間関係の多様性と向き合う」
○時間：１８：３０～２０：３０（例外あり）　○会場：森野分庁舎４階会議室

講師・指導者テーマ・内容期　日
市民大学職員
東京大学教授　　　 汐見稔幸

オリエンテーション
現代社会と人間関係
～温かく柔らかい関係性を求めて～

４／２０（金）

人材育成コンサルタント
コーチ　　　　　　 松尾昭享

温かく柔らかい人間関係をつくる
～コーチングに学ぶ～４／２７（金）

川�医療福祉大学特任教授
佐々木正美

子どもの心
～喜びと悲しみを分かち合って～５／１１（金）

千葉大学教育学部教授
片岡洋子

青年期の人間関係
～競争的関係の傷とつながりの模索～５／１８（金）

千葉大学講師　　　　関口久志性の多様性～男らしさ女らしさを越
えて～５／２５（金）

神奈川大学助教授　　星野澄子結婚と人間関係～人生いろいろ・結婚もいろいろ～６／１（金）

弁護士　　　　　　　中野麻美不安定化する労働事情～働くことと人間関係～６／８（金）

作家　　　　　　　　佐江衆一老い方を考える～５０才からが面白い～６／２２（金）

作家　　　　　　　　　朴慶南私以上でもなく、私以下でもない私
～国を越えてともに並び合えることの大切さを～６／２９（金）

ノンフィクションライター　　
　　　　　　　　　　村田和木
ＮＰＯ法人東京養育家庭の会　
　　　　　　　　　　落合光美
八王子市児童相談所職員

地域で育てる
～養育里親の現場から～

７／６（金）

フリーライター　　　　青木悦本当の人間関係とは？～トラブルを恐れないで～７／１３（金）

※オプションとして世田谷区立三宿中学校夜間学級の見学会を行う予定です。

多摩丘陵の自然入門
）１８：００～、７／２９（日）・１２／２（日）１３：３０～、野外は１０：００～（例外あり）

講師・指導者ーマ・フィールド
市民大学職員
慶應義塾大学教授　岸由二

ーション
陵の自然」森野分庁舎４階会議室

町田かたかごの森を守る会 
岸ヨネ子、柴田規夫

え方と実施活動について～かたくりの
いて～　町田かたかごの森・横峰谷戸

成瀬の自然を守る会 
塚本誠子、高橋多枝子

の市境に残る尾根緑地の保全～市
る地域の自然～　　　  成瀬尾根

野津田・雑木林の会 
内野秀重

林がつくりだすフィールドミュージアム
の里山環境を体験する～　　野津田公園

町田の尾根・谷戸に親しむ会
中村晴夫

環境をいかし、自然観察を目的と
観察と虫こぶの調査　  忠生公園

プログラム委員　　  中野進田の自然と風景」②グループディ
ン　　　  森野分庁舎４階会議室

多摩丘陵の自然をまもる市
民の会　　　　  粟飯原一郎

の水生生物の観察をとおして自然
る　　大地沢青少年センター周辺

鶴見川源流自然の会 
岸由二

泉のひろばの自然回復を学ぶ
鶴見川源流泉のひろば

かしの木山自然公園愛護会樹木野
草部・昆虫部・野鳥部の部員一同

しむ、秋のかしの木山
かしの木山自然公園

鶴川自然友の会 
中野進

での自然観察と保全地域の管理
いて　　　　　　　  小野路地域

恩田川の会 
深見幹朗

生きもののにぎわいにふれる　芹ヶ
橋の親水広場～   高ヶ坂松葉調整池

梅木窪の会　　　  西池淳一戸山の自然にふれる　都立小山田緑地
各市民団体代表　市民大学職員め閉講式　森野分庁舎４階会議室

団体の行事等により実施日・開始時間・終了時間が変わることがあります。
すが高低差のある２～５ｋｍを歩きますので、健康面を十分お考えください。

まちだ市民国際学「 ラテンアメリカが問いかけるもの」
○時間：１９：００～２１：００（例外あり）　○会場：森野分庁舎４階会議室

講　師テーマ・内容期　日
市民大学職員
新潟大学教授　　　　　佐野誠

オリエンテーション
ラテンアメリカが問いかけるもの

４／１７（火）
１８：４５～

上智大学教授　　　　　大越翼歴史①先スペイン期の先住民社会　マヤを中心に４／２４（火）

音楽ジャーナリスト　　竹村淳ラテン音楽パラダイス
ラテン音楽とは、そして日本での７０年の歴史といま５／８（火）

大阪外国語大学教授　染田秀藤歴史②スペイン支配下の先住民の生存戦略　アンデスを中心に５／２２（火）
慶應義塾大学経済学部教授　清水透歴史③先住民の目線からラテンアメリカ近現代史を考える５／２９（火）
慶應義塾大学助教授　出岡直也現代政治　民主主義の持続、ポピュリズム、そして、左翼反米化？６／５（火）
早稲田大学教授　　　　畑惠子各国社会①メキシコ　現代メキシコ社会の諸相６／１２（火）

神奈川大学教授　　　後藤政子各国社会②キューバ
キューバは今－そして“カストロ以後”のゆくえ６／１９（火）

アジア経済研究所地域研究セン
ター副主任研究員　　坂口安紀

各国社会③ベネズエラ
「２１世紀の社会主義」をめざすチャベス・ボリバル革命６／２６（火）

横浜国立大学教授　　山崎圭一各国社会④ブラジル　現代ブラジルの経済社会を考える７／３（火）

現代企画室編集長　　太田昌国奔放な想像力が世界のイメージを変えた
ラテンアメリカ文学の魅力と可能性７／１０（火）

ＪＩＣＡスペイン語講師町田市在住
　　　グズマン・コルケ・ルーベン
ＮＰＯ日本ペルー共生協会（アハペ）
副会長　　　　　　　高橋悦子

最終回　町田の中のラテンアメリカ７／１７（火）

町田の郷土史Ⅰ「縄文から幕末まで」
○時間：１８：３０～２０：３０（例外あり）　○会場：森野分庁舎４階会議室

講師・指導者テーマ・内容期　日
市民大学職員
小島資料館館長　　　小島政孝

オリエンテーション・自己紹介　基調講義「町田
市の特徴－どんなまちか！？」４／１９（木）

町田市社会教育課文化財係主任
（学芸員）川口正幸地中の文化財を掘る－縄文・弥生時代のくらし－４／２６（木）

町田地方史研究会会員　飯田俊郎古代の町田－流れ込む文化と生産－５／１０（木）
町田市社会教育課文化財係主任（学芸員）川口正幸
小島資料館館長　　　小島政孝

【バス見学】「目で確かめる町田の歴史」
－田端環状積石遺構ほか－

５／１３（日）
８：３０～１７：００

町田市文化財保護審議会委員　薄井清鎌倉時代の町田－小山田氏の興亡と土着農民－５／２４（木）
飯田俊郎　薄井清　小島政孝　金井和夫　川口正幸受講生同士のグループディスカッション５／３１（木）
元まちだ史考会会長　　金井和夫室町時代の町田－小山田１号遺跡・能ヶ谷古銭は何を語るのか－６／７（木）
町田市文化財保護審議会委員　　井上恭一戦国時代の町田－古記録を通してみる人々のくらし－６／１４（木）

法政大学非常勤講師　岩橋清美江戸時代の町田の農民－生活と暮らしぶり－６／２１（木）
１９：００～

町田地方史研究会会員　飯田俊郎江戸時代の村の女性－小島日記に描かれた女たち－６／２８（木）
小山まほろば会会長　内田征一江戸後期の村のくらし－小山村、「玉利軒日記」を中心として－７／５（木）

小島資料館館長　　　小島政孝幕末動乱の中の町田－黒船来航・新選組－
閉講式

７／１２（木）
１８：３０～２０：４５

者福祉施設（時間：９：００～１２：００　例外あり）
②大賀藕絲館コース（隔週木曜日）（隔週火曜日）

施設概要説明・施設見学、糸より６／１４（木）明、見学

紅花収穫（畑作業）・紅花染料づくり６／２８（木））にて　朗読と読み聞かせ

製品づくり「紅花染体験」７／１２（木）にて　利用者と共に園芸作業

製品づくり「親子ふくろう」７／２６（木）用者と共に蒸しパンづくり

蓮田での蓮の刈りとり（田んぼ作業）９／１３（木）用者と共にクッキー作り
蓮の繊維とり、修了生先輩ボラン
ティアとの交流９／２７（木）らい」合同　修了生

アとの交流

製品づくり「わらべ人形」１０／１１（木）て　ムーブメント
ポリンを使って）

製品づくり「蓮繊維　糸より」・施
設実習を終えての反省会・質問会１０／２５（木）て　利用者と共に草

施設（時間：③１３：３０～１６：３０④１３：００～１６：００　例外あり）
④悠々園コース（隔週金曜日）（隔週火曜日）
施設概要説明・施設見学６／８（金）、見学
「高齢者・障がい者の理解」、車
イス体験・シニア体験６／２２（金）似体験、昼食体験

軽作業を通してデイサービス利用
者との交流、夏祭りの打ち合わせ７／１３（金）設概要説明

夏祭り参加、特養入居者・地域の皆様との交流７／２８（土）病と認知症の対応について」

「シーツ交換」「車イス清掃」体験学習９／７（金）手伝い
修了生先輩ボランティアとの交流
・パワーリハビリ勉強会９／２１（金）流会への参加

（仮）風船バレーボール大会参加－
付き添いをしながら入居者と交流－１０／５（金）居者との交流（第二

デイサービス利用者との交流１０／１９（金）との交流（清風園）、救
ランティアとの交流

　ち　だ　の　福　祉　
通プログラム（時間：１４：００～１６：３０　例外あり）

合同講義４〔公開講座〕「障がい者の就労の場をつくる」報告精神障
がい者小規模授産施設「小麦の家」施設長山口文子　社会福祉法人ウ
ィズ「スワンカフェ＆ベーカリー町田店」店長守屋良治　社会福祉法
人すみれ福祉会「花の郷みらい」施設長山内劉子　コーディネーター
町田市障がい者就労・生活支援センター「らいむ」センター長天野貴彦

１１／１０
（土）

１
こ

福

福祉活動見学（障がい
者青年学級・共働学舎
・ケアセンター成瀬・
介護支援アクティブ）

１１月

〕「介護予防ってなに？－要介護状態にならないために
会福祉法人「悠々会」健康運動指導士柴田智　山武ケア
ンターかたくりの里町田所長林美幸　管理栄養士佐藤郁
　町田市社会福祉協議会在宅支援担当主幹西潟正明

合同体験発表会・閉講式
助言者：プログラム委員

１２／８
（土）

開講座】『障がい者を理解し
師：國學院大學教授柴田保之

陶芸入門講座
○時間：１３：３０～（２時間程度）
○会場：「陶芸スタジオ」
　　　　（町田市下小山田町４０１６番地）
○講師：森崎達郎

テーマ期　日
開講、皿４／１８（水）
壷４／２５（水）
抹茶々碗（その１）５／１６（水）
抹茶々碗（その２）５／２３（水）
練り込み鉢５／３０（水）
電動ロクロ（その１）６／６（水）
電動ロクロ（その２）６／１３（水）
自由制作６／２０（水）
窯出し、鑑賞・講評、
閉講７／２５（水）

電動ロクロ入門講座
○曜日・時間：１３：３０～（２時間半程度） 
○会場：「陶芸スタジオ」 
　　　　（町田市下小山田町４０１６番地）
○講師：安諸一朗

テーマ期　日
開講、小鉢の制作４／２１（土）
片口の制作５／１２（土）
片口の高台削り５／１９（土）
茶碗の制作５／２６（土）
茶碗の高台削り６／２（土）
自由制作６／９（土）
自由制作の削り６／１６（土）
茶碗と自由制作の釉薬掛け
（下絵付け）７／７（土）

茶碗と自由制作の窯出し、閉講 ７／１４（土）
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「町田っ子カリキュラム」�
作成・実施の目的�
�
・今後取り組む必要度の高い教育課
　題について、町田市立全小・中学
　校で効果的、効率的に学習できる
　ようにする。�
・町田市としての学校教育の特色を
　打ち出し、市民や保護者の学校に
　対する関心を高める。�
・学校教育から保護者や地域への情
　報発信を積極的に行い、理解と協
　力を得て、学校、保護者、地域の
　連携を一層進める。�
・四つの領域を推進力として、
　小・中学校の接続・発展や連携へ
　の意識を高める。�

①規範教育�
　児童・生徒に社会のルールや常識、人間
関係の大切さ、善悪判断などを教えていく
新しい枠組みの内容を町田市独自の教育カ
リキュラムとして作成する。道徳授業地区
公開講座などを通して地域社会全体の課題
意識を高めるよう学校教育から情報発信し
ていく。�

③英語教育�
　小学校の英語活動と中学校の英語指導を
効果的につなげるカリキュラムを作成する。
国際感覚やコミュニケーション能力、文化
理解などを高め深めることで、国際社会で
活躍する人間を育てる。地域や保護者の教
育ニーズに応え連携・協力を一層進める。�

②キャリア教育�
　職場体験、社会体験等の取組みを通して、
児童・生徒に望ましい勤労観、職業観を育
て、社会の一員としてたくましく生きる力
を育てるためのカリキュラムを作成する。
地域社会全体で子どもを育てる素地を形成
し、地域とともに子どもの健全育成を推進
する。�

④食育�
　地産地消、食品の安全、礼儀作法、栄養
や健康などを内容とし、学校・家庭・地域
の連携を進めるカリキュラムを作成する。
産・学・官連携などを視野に入れた教育活
動を推進するとともに、「早寝早起き朝ご
飯」などについて、地域社会全体に情報発
信していく。�

地域型小中一貫指導推進校の目的�

・学力や生活指導の課題を共通に抱
　えている同地域の小・中学校の状
　況改善を図る。�
・課題解決、格差是正を通して、義
　務教育公立学校の責任を果たす。�
・地域や学校の実態や実情に応じた
　小中一貫指導計画を作成し実践す
　ることを通して、指導の重点の共
　有、合同研修会や授業交換などを
　通じた教員の交流、時間割編成の
　工夫、小中合同の教育活動の推進
　など、実際的な小中連携策を進め
　る。�
・同じ地域の小・中学校が「育てた
　い力」などを共通理解し、特色あ
　る一貫教育を進める。�

２００６年度�
１０月　カリキュラム作成委員会
　　　スタート（１年次）�
１２月　モデル校募集（全市型・地域型）�
２月　モデル校決定（全市型・地域型）�
３月　カリキュラム理論編完成�

（含：年間指導計画）�

２００７年度�
４月　モデル校スタート�
５月　カリキュラム作成委員会
　　　スタート（２年次）�
２月　モデル校成果報告会�
３月　カリキュラム実践編完成
　　　（含：子ども向けテキス
　　　ト、資料等の一部）�

２００８年度�
４月　全市型カリキュラム
　　　全校実施�
５月　教材等作成委員会ス
　　　タート（完成後、随
　　　時配布）�
２月　地域型モデル校成果報告会�
３月　カリキュラム実践編完成�

２００９年度～�
○全市型カリキュラム全校実施�
※子ども向けテキストにつ
　いては、毎年、該当学年
　に配布�
○地域型は希望校のみ実施
（含：小中一貫校の研究）�

①指導補助者の派遣・配置�
　地域の大学等と連携して指導補助者や協
力者を大勢派遣することを通して、より活
気のある学校をつくるとともに、ニーズや
課題に対応する学校力を高める。課題を明
確にし、小中をつなぐ役割として学校サポ
ーターを配置する。�

③地域・関係諸機関との連携推進�
　地域関係者や関係諸機関との連絡会を設
置するなどして、生活指導や学習指導への
地域人材の支援体制を確立する。特に、非
行・問題行動への対応策として、部活動や
職場体験などを中心とする個別カリキュラ
ムの検討や教育委員会が主催する独自教育
機関との連携も視野に入れて進める。�

②学習システムや支援体制の確立�
　学校ＬＡＮを効果的に活用して、教材コンテ

ンツや自習用プリントなどの活用を工夫し、児

童・生徒の学習意欲を高める環境を整備する。�

　また、地域や大学、民間企業などの協力を得

た土曜日や長期休業日等の補習体制を確立する。�

④独自の取組みの推進�
　地域ごとに以下のような独自の取組みを
工夫し、教育委員会と協議しながら小中一
貫の具体策を進める。�
　・指導の重点の共有化、９年間の指導計画の作成�
　・小中の合同行事、合同研修会�
　・小中合同学校運営協議会�
　・一日の時程の小中共通化�
　・合同職員室や施設の共同利用等�

実施スケジュール実施スケジュール�実施スケジュール�

２　小中一貫指導推進校のモデル指定～地域型一貫教育事業～�

１　小中一貫「町田っ子カリキュラム」の作成・実施～全市型一貫教育事業～�

町田市小中一貫教育推進事業の概要�
　

平
成　

年
９
月
か
ら
平
成　

年
２
月

１８

１９

ま
で
の
間
に
定
例
会
６
回
、
臨
時
会
３

回
が
開
催
さ
れ
、　

件
の
議
案
を
審
議

２１

し
、
３
件
の
協
議
、
２
件
の
請
願
、　
４５

件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
主
な

も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
議　

案
】

○
町
田
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

○
町
田
市
立
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
学
校
図
書
指
導
員
へ
の
感
謝
状
の
贈

呈
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

○
町
田
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
案
）
に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。

○
町
田
市
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て
可
決

し
ま
し
た
。

【
請　

願
】

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
人
の
心
を
大
切
に
す
る
教
育
を
基
本
に
、
創
造

的
で
知
性
と
感
性
に
あ
ふ
れ
た「
生
涯
学
習
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
が
協
力
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
す
べ
て
の
市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
豊
か
な
情
操
と
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
自

然
環
境
を
守
り
平
和
を
愛
す
る
こ
と
、
社
会
の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
地
域

に
か
か
わ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
「
教
育
目
標
」
で
示
し
た
よ
う
な
個
性
豊
か
な

生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
、
以
下
の
基
本
方
針
で
教
育
施
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

基
本
方
針
１　

人
権
尊
重
の
徹
底

　

日
本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法
の
精
神
を
基
盤
と
し
て
、
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
や
「
町
田
市
子
ど
も
憲
章
」
な
ど
の
趣
旨
を
生
か
し
た
教
育
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
全
体
を
通
し
て
、
ど
ん
な
に

小
さ
な
偏
見
や
差
別
で
も
許
さ
な
い
理
念
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
２　

生
涯
学
習
の
促
進

　

市
民
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由
に
学
習
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
充
実
し
、

相
互
に
緊
密
な
連
絡
を
と
り
合
っ
て
、
生
涯
学
習
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て

い
き
ま
す
。

基
本
方
針
３　

健
全
育
成
の
推
進

　

信
頼
と
尊
敬
が
得
ら
れ
る
社
会
人
を
育
て
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
規
範
意
識
を
高
め
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で

自
己
実
現
を
図
れ
る
よ
う
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・
関
係
諸
機
関
が
緊

密
に
連
携
し
合
っ
て
「
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

基
本
方
針
４　

学
校
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
、
将
来
に
希
望
を
も
ち
、
力
強
く
成
長
で
き
る
よ
う
指
導

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
自
ら
学
ぶ
意
欲
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
基
礎
・
基
本

の
確
実
な
定
着
と
と
も
に
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
能
力
の
育
成

を
重
視
し
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
す
教
育
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
５　

社
会
教
育
の
充
実

　

市
民
が
豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
習
の
場
や
機
会
を
提
供
し
、
指

導
者
の
充
実
、
施
設
の
整
備
な
ど
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
６　

芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

　

市
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
や
年
齢
に
応
じ
て
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
触
れ
合

い
、
親
し
め
る
場
や
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

２００７年度
（平成１９年度）
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○
「
入
学
式
、
卒
業
式
な
ど
に
お
け
る

国
旗
掲
揚
及
び
国
歌
斉
唱
の
実
施
に
つ

い
て
（
通
達
）
」
撤
回
を
求
め
る
請
願

･
･
･
不
採
択

○
「
教
育
委
員
会
後
援
事
務
取
扱
要

綱
」
を
市
民
の
分
か
り
や
す
い
も
の
に

す
る
よ
う
に
求
め
る
請
願

・
・
・
不
採
択

【
協
議
事
項
】

○
い
じ
め
問
題
に
対
す
る
取
組
み
に
つ

い
て

○
図
師
町
に
新
設
す
る
小
学
校
の
名
称

に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
２
及
び

第
１
８
０
条
の
７
の
規
定
に
基
づ
く
事

務
の
委
任
及
び
補
助
執
行
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

○
町
田
市
立
図
書
館
と
和
光
大
学
図
書

館
に
お
け
る
協
力
貸
出
に
関
す
る
確
認

書
に
つ
い
て

○
町
田
市
障
が
い
者
青
年
学
級
に
関
す

る
名
簿
等
の
個
人
情
報
流
出
に
つ
い
て

○
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
の

開
館
後
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

○
町
田
市
通
学
区
域
検
討
委
員
会
か
ら

の
報
告
に
つ
い
て

○
学
校
図
書
館
充
実
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
つ
い
て

　

市
立
小
･
中
学
校
全
校
に
お
い
て
、

小
中
学
校
９
年
間
で
一
貫
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

　

現
在
、
規
範
教
育
、
英
語
教
育
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
、
食
育
の
四
つ
の
内
容
を

検
討
し
て
「
小
中
一
貫
町
田
っ
子
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
四
つ
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の

代
表
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
と
と
も

に
、
町
田
市
の
学
校
教
育
の
特
色
と
な

る
も
の
で
す
。
教
科
の
学
習
に
つ
い
て

は
、
学
習
指
導
要
領
に
則
り
、
小
・
中

学
校
で
の
指
導
内
容
が
効
果
的
に
つ
な

が
る
よ
う
に
充
実
・
改
善
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
そ
の
教
科
の
学
習
に
基
づ
く

「
確
か
な
学
力
」
に
加
え
て
、
四
つ
の

内
容
を
柱
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
校
教
育
を
推
進

し
、
「
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
人
間
」

を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

同
一
地
域
内
の
小
・
中
学
校
に
お
い

て
共
通
す
る
課
題
に
対
し
て
、
小
・
中

学
校
９
年
間
を
見
通
し
て
取
り
組
む
事

業
で
す
。

　

地
域
の
小
・
中
学
校
に
生
活
指
導
上

の
課
題
や
学
力
向
上
の
課
題
が
共
通
し

て
あ
る
場
合
、
小
・
中
学
校
が
連
携
を

密
に
し
て
効
果
的
な
指
導
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域

型
の
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
「
小
中
一

貫
学
力
向
上
推
進
校
」
「
小
中
一
貫
生

活
指
導
推
進
校
」
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

研
究
指
定
を
希
望
す
る
小
・
中
学
校

が
し
っ
か
り
と
手
を
結
び
、
学
力
向
上

や
生
活
指
導
改
善
等
の
課
題
解
決
に
あ

た
る
た
め
の
一
貫
し
た
指
導
計
画
を
作

成
し
、
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
の
教
員
や
子
ど
も
同
士

の
交
流
、
時
間
割
の
工
夫
な
ど
を
通
し

て
、
地
域
の
学
校
ご
と
に
創
意
工
夫
し

た
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て
い
く
に

は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
ご
支
援

や
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
規
範
教

育
、
英
語
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
食

育
は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
学
校
だ
け
で

効
果
的
に
進
め
る
こ
と
が
難
し
い
も
の

で
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
家
庭
で
実
践
す
る
こ
と
や
、
地

域
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
お

借
り
し
て
活
動
を
進
め
る
こ
と
な
ど
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
学
校
で
の
取
組
み
に
当
た

っ
て
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
２

事
業
を
通
し
て
、
２
０
０
８
年
度
か
ら

小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　小中一貫教育についての詳細情
報（今年度行ったカリキュラム作
成検討委員会の協議経過等）は町
田市のホームページ〈教育→学校
教育→町田市の小中一貫教育〉に
掲載しております。ぜひご覧いた
だき、ご意見・ご感想をお寄せ下
さい。
□問 学校教育部指導課
�７２２－３１１１（内線３６５２）

①
小
中
一
貫
町
田
っ
子
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

②
地
域
型
の
小
中
一
貫
指
導
推
進
校

〈
地
域
・
保
護
者
の
方
々
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
〉

保保
護護
者者
やや
地地
域域
とと
とと
もも
にに

子子
どど
もも
をを
育育
てて
るる

町町
田田
市市
のの
小小
中中
一一
貫貫
教教
育育

２２
００
００
８８
年年
度度
スス
タタ
ーー
トト


